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維持されてお り､FAKが新 しい癌治療の標的となりうることを発見 した｡そこで､FAK阻害
剤のTAE226をテス トした所､TAE226はinvitro,invivo両方でイマチニプ耐性細胞の増殖
能,腫蕩増殖能を劇的に抑制することを明らかにした｡このように､本研究はイマチニプ耐性
のGISTではFAKの活性化が維持 されてお り､その阻害剤であるTAE226がそのような腫癌
の治療に有効であることを前臨床試験で明らかにしたものである｡
以上のように､本研究はGISTにおけるイマチニプ耐性の分子機構を明らかにし､その耐
性克服のためにFAK阻害剤であるTAE226が有効であることを示 したもので､重要な新知見
を得たと評価できる｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
